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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 来週の定期薬は火曜日の払い出しになります。

· 外部記憶装置（禁）のテープがついていないパソコンは電算化委員から貰ってください。

· 感染対策委員会より注射器のリキャップが多い様です。針刺し防止上、リキャップはからしないことになっていますので注射器トレイを活用してください。１階と2階用として各1個ずつ準備しています。採血、月中は１階と２階が重複しない様、組まれています。活用して下さい。

· Dユニットのテレビの取り扱いについてですが、テレビを使わない時は画面を壁側に向けて、ロープで固定する。ケーブルとコンセントははずして詰所で管理。

使う時はケーブル、コンセントをつないでロープで固定する。

画面がプラスチックで壊れやすいとのことなので十分に気をつけて下さい。管理を徹底していきましょう。

· Aユニット宮村様より夜部屋が暗くて転びそうになるのでトイレの電気をつけていていいかとおっしゃられておりましたので、巡回時にトイレの電気は消さないように御本人様へ伝え、そのようにしていきましょう。

· H１７年度秋の健康診断を10月19日（水）、２０日（木）、２１（金）の３日間におこないます。

時間：　８：００～１１：３０

対象者：　夜勤勤務者

検査項目：　血液検査、尿検査、血圧測定

実施場所：　病院職員　　所属病棟にて

※事前に問診表を配布しますので、対象職員は必ず必要項目を記入の上、受診をしてください。

· 岩渕道子様

いつも牛乳を残してしまいますが、本日の朝、牛乳にグラニュー糖を入れたら全部飲んだので何日間か試して飲むようであれば、日清の人が牛乳にグラニュー糖を入れてくれるそうなので何日間か様子観察をし、飲むようであれば、栄養管理室へ依頼をしていきましょう。

　　＜褥瘡評価＞

・　橋本　　万様　：　オムツ等で蒸れてしまい皮膚がはがれてしまう状態ですが、悪化はありません。

･　北山和子様　　：　皮膚が乾燥し治っているそうなのですが、現在処置継続になっているので

今度医師へ処置継続するかしないか確認してください。

　・　永洞恭子様　　：　浸出液軽度あります。皮膚の状態は良好ですので処置継続して様子みていきましょう。

　　受け持ち患者様NCP評価・検討

· 大久保まつゑ様　：　すぐに経管栄養チューブを自己抜去するので常に見守り必要であり、　　　　　　　　

徘徊頻回でドアノブをつかみガタガタしたりしているのでドアの方に近づいたら見守りし、プログラムへ参加して頂いたり、気分転換になるようなものを探し、提供していきましょう。拒食のため経管栄養を始めたという情報あり、以前にお茶の寒天を一口召し上がったときに、ずっと口にふくみ、しばらくしてから飲み込んだのですが、嚥下困難なのか、お茶の寒天が嫌いなのかよくわからないので、現在、アイスマッサージでの嚥下反射ありませんが、毎日実施することで、機能が回復する可能性があるため（発症から1ヶ月の理由で）、来週の月曜日まで、アイスマッサージをおこない様子観察し、来週の月曜日に再評価していくこととします。

· 田中　清様　：　最近歩行不安定で、食事時のむせ込みみられ、全体的なＡＤＬの低下が

目立って来ているためケアプラン変更しております。

　　　　　　　　　　　＃１脚力低下防止

　　　　　　　　　　　　１：歩行状態観察

　　　　　　　　　　　　２：歩行時、転倒のないよう見守り

　　　　　　　　　　　　3：転倒のないよう環境整備に努める。　　　

看護計画実施し、必要時再検討していきましょう。

